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  NO.１７６ 

５月１７日（金）に、ボランティア団体「ごみゼロ岩沼」様（令和
６年３月活動終了）より、名取高校インターアクト部へ美化活動用品
の贈呈式が行われました。ごみゼロ岩沼の代表大山秀雄さん（写真
左）は、「1１年間使ってきたトング等の備品をインターアクト部で使
ってもらえる、つまりは町美化の歩みを若い人達に引き継ぐことがで
きたという思いでうれしい限りです」とお話されていました。本会で
は、今後も名取高校のボランティア活動を応援していきます。 
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★皆様に愛されるように
昨年度、法人化５０周年を記念して募集し

たマスコットキャラクターの最優秀賞に選ば
れた叶智咲（かのう ちさき）さんの表彰式
を行いました。「ふくにゃん」には、今後い
ろいろな場面で活躍してもらい、皆様から末
永く愛されるように育てていきます。 

★みんなで楽しくお食事を～ひとり暮らし高齢者会食のつどい～

★平時からの繋がりを～災害ボランティアフォローアップ研修～

２月７日（水）、３月１２日（火）に、総合福祉センターで岩沼市
民生委員児童委員協議会の協力のもと、ひとり暮らしの高齢者を対象 
に会食のつどいを実施しました。２月は、ボランティア団体「腹話術 
あおば」の腹話術披露、３月は、「デイサービスセンターさとのもり」 
の製作レクリエーションを体験してもらいました。また、両日とも食 
生活改善推進員の皆様による温かく美味しい食事の提供がありました。今年
度は、各小学校区別に実施予定です。玉浦小学校圏域は７月１８日（木）、岩
沼小学校圏域は７月２５日（木）、他２圏域については秋に実施予定です。詳
細については本会までお問い合わせください。 

２月１７日（土）に、総合福祉センターで災害ボランティアセンター運営協力ボランティア養成
フォローアップ講座を開催し、１６名の参加がありました。講師にウェザーハート災害福祉事務所
代表の千川原公彦さんをお招きし、近年の災害ボランティアセンターの運営状況や寄せられるニー
ズについての講話と、「災害ボランティアセンターに寄せられる
住民の困りごとを知るカードワーク」を行いました。参加者から
は「ニーズの中には地域住民で解決できることも多いと知った。
日頃からの地域のつながりの維持や創出が大事だと感じた」な
どの感想がありました。本会では、今後も引き続き平時のつなが
りを意識した養成講座を行う予定です。

 

★令和６年度支えｉの地域づくり会議～生活支援体制整備事業～
生活支援体制整備事業では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていくための取り組みの１つと

して、支えｉの地域づくり会議を実施しています。昨年度より、生活を営む上で欠かせない「高齢
者の買い物」に焦点を当て、企業（市内のスーパー・ドラッグストア） 
・通所介護事業所等にお声がけし、高齢者が安心して買い物ができる環
境づくりについて取り組めることは何かを検討しています。
今年度は、環境づくりについて検討しながら、企業・事業所がそれぞ 

れの立場でできる地域のための活動をつなぎ合わせていく予定です。 
高齢者が住みやすい地域づくりを目指し、今後も様々な生活課題につい 
て検討を行っていきます。 
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申し込み・お問い合わせは 岩沼市デイサービスセンターさとのもり ０２２３－２９-３７３７ 

★満開の笑顔！～デイサービスセンターさとのもり～

★今日から始まる！運動習慣！～地域包括支援センター～

デイサービスセンターさとのもりでは、様々なレクリエーション活
動を企画・実施しています。４月には、お花見ツアーを企画し、十三
塚公園（名取市）へ行きました。天候に恵まれた日には、外で風を感
じながらおやつタイム、利用者さんは昔の話に花を咲かせていまし
た。昨年は、亘理町や村田町へお買い物ツアーを開催しています。今
年も季節に応じたレクリエーション活動やわくわくできるような企画
を考えていきます。 
また、当施設では見学や無料体験も随時受け付けてい 

ます。ぜひお越しください。 

お問い合わせは 岩沼市社会福祉協議会地域包括支援センター ０２２３－２５－６８３４

今年度の介護予防教室は「今日から始まる！運動習慣！」と題して、月１回、１０月までの全６回コ
ースで開催されます。内容は、地域包括支援センターからの講話と介護予防の運動実践の２部構成で、
運動実践は、前年度の介護予防教室で好評だった、医療法人桜樹会 YAGOメディカルフィットネスクラ
ブの健康運動指導士である滝口義光氏を今年度も講師に迎えました。 
５月１７日(金)にいわぬま市民交流プラザで１回目を開催し、地域包括支援センターからフレイル予

防についての講話、脳トレやストレッチ・筋力トレーニング等を滝口先生の指導で実践してもらいまし
た。 
滝口先生のきついながらも楽しい指導で会場は笑い声に 

溢れ、約 1時間の運動実践もあっという間に感じました。 
滝口先生から、運動を継続することの大切さをお話いた 
だき、参加者からは「今回の運動を覚えて家でもやってい 
きたい」と前向きな声が聞かれました。 

★サロンで楽しいひと時を～岩沼市自発的活動支援事業～
本会では岩沼市自発的活動支援事業として、「おもちゃの時間」「障害があ

る人と家族とボランティアの時間」の２つのサロンを開催しています。どち
らも次回は８月３日（土）に開催予定です。詳細は本会ホームページをご覧
いただくか、本会までお問い合わせください。 
★「おもちゃの時間」：発達について気になるお子さん（未就学児）とそのご
家族が、おもちゃ遊びをしながら、家族同士でおしゃべりしたり、ゆっくり
過ごしたりすることが出来るサロンです。
★「障害がある人と家族とボランティアの時間」：障害がある人やその家族を
対象として、地域のボランティアさんも一緒に交流を楽しむサロンです。
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一人ひとりを支える相談・生活支援の充実
生活福祉資金コロナ特例貸付の償還が始まり

ましたが、生活が改善されず償還が難しい世帯
も多く、相談・生活支援事業については、関係
機関とさらに連携を深め、各種支援制度を活用
し、生活に困窮する世帯への相談や支援に当た
りました。また、ひとり暮らし高齢者や高齢者
夫婦のみの世帯を対象とした
交流事業においては、地域の
活動状況を踏まえ感染状況を
勘案しながら内容等を工夫し、
回数を増やして事業を実施し
生活支援に努めました。

地域も関わり合える福祉学習の充実
新型コロナウイルス感染症が５類に移行さ

れたとはいえ、まだまだ感染が続いている状
況もあり、教育委員会や各学校と相談しなが
ら、一部事業は中止や縮小はしたものの福祉
教育実践普及校の小中学校全校指定、福祉作
文の募集や福祉体験学習事業を継続実施する
とともに、福祉教育実践発表会・研究会を再
開しました。また、ボランティア体験教室で
は、感染予防に十分配慮しながら、児童生徒
の福祉施設でのボランティア活動を体験でき
る機会を提供するなど児童生徒に対する福祉
教育が継続的に行われるよう取り組みまし
た。

地域を支えるボランティア育成と活動支援の充実

地域においてもコロナ禍前の日常生活を取り
戻しつつあり、多くの団体でサロン活動やボラ
ンティア活動が再開されたことに伴い支援件数
も増えました。また、事業においては、頻発す
る災害への備えとして災害ボランティアの養成
や研修を継続するなど支援体制の強化に努めま
した。さらに、機運が
高まってきた高校生の
ボランティア活動が定
着し継続的に取り組ま
れるよう引き続き支援
に努めました。

気軽に参加できる地域づくりの充実
市民福祉フォーラムは中止しましたが、認知症

をテーマとした福祉映画上映会を開催し、地域づ
くりを考える機会を提供するとともに、コロナ禍
で自粛していた障害児者等のサロン事業も、コロ
ナ禍前の回数に近い状況で実施することができま
した。また、地域支え合い活動の助成事業や遊具
等の貸出事業においても、
多くの地域で活動が再開さ
れたことに伴い、支援件数
が増えるなどそれぞれの事
業を通して地域づくりが充
実されるよう支援に努めま
した。

地域福祉を推進する連携・協働の充実
前年度コロナ禍で中止となった敬老のつどい地

域版の催し物を小学校圏域ごとに開催することが
できました。また、民生委員児童委員協議会事務
局の移管、生活支援体制整備事業の実施、各種委
員会や情報交換会への出席等、様々な機会を捉
え、行政や関係機関・団体等との地域福祉を推進
する連携・協働の充実に努めました。

地域を支えるための基盤強化
第２次地域福祉活動計画の３年目となった

令和５年度は、感染症の状況等を勘案しなが
ら計画に沿って法人運営等の進行管理を行い
ました。また、介護保険事業では、物価上昇
等の影響により厳しい運営状況が続きました
が、感染予防対策を講じ、利用者に対し安全
安心なサービスを提供するとともに経営改善
に努めました。
さらには、準備を

進めてきた障害者等
への相談支援を目的
とする事業所を新た
に開設しました。
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事業報告・決算事業報告・決算事業報告・決算

収入の部 支出の部 ［単位：円］
会費・寄附金収入 4,916,941 法人運営事業 50,769,918
経常経費補助金収入 39,893,439 地域福祉事業 26,953,426
受託金収入 67,635,531 生活困窮者自立支援事業 14,135,886
介護保険事業収入 79,156,804 老人デイサービス事業 76,854,350
障害福祉サービス等事業収入 2,273,860 居宅介護支援事業 14,685,638
積立資産取崩収入等 22,602,025 地域包括支援センター事業 28,794,827
その他収入 1,349,023 相談支援事業 6,042,328
前期末支払資金残高 30,779,972 当期末支払資金残高 30,371,222

収入合計 248,607,595 支出合計 248,607,595
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等の影響により厳しい運営状況が続きました
が、感染予防対策を講じ、利用者に対し安全
安心なサービスを提供するとともに経営改善
に努めました。
さらには、準備を

進めてきた障害者等
への相談支援を目的
とする事業所を新た
に開設しました。

４
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事業報告・決算事業報告・決算事業報告・決算

収入の部 支出の部 ［単位：円］
会費・寄附金収入 4,916,941 法人運営事業 50,769,918
経常経費補助金収入 39,893,439 地域福祉事業 26,953,426
受託金収入 67,635,531 生活困窮者自立支援事業 14,135,886
介護保険事業収入 79,156,804 老人デイサービス事業 76,854,350
障害福祉サービス等事業収入 2,273,860 居宅介護支援事業 14,685,638
積立資産取崩収入等 22,602,025 地域包括支援センター事業 28,794,827
その他収入 1,349,023 相談支援事業 6,042,328
前期末支払資金残高 30,779,972 当期末支払資金残高 30,371,222

収入合計 248,607,595 支出合計 248,607,595

《《重重点点項項目目》 

・継続的な福祉学習・福祉教育の実践

・ボランティア活動支援の充実

・連携・協働による地域福祉の推進

１１  推推進進目目標標：：地地域域もも関関わわりり合合ええるる福福祉祉学学習習のの充充実実  
○福祉教育実践普及校の指定及び福祉教育実践発表会・研究会の開催 ○福祉作文の募集
と表彰 ○福祉（体験）学習の支援 ○小・中学生のボランティア体験教室の開催 等

２２  推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるボボラランンテティィアア育育成成とと活活動動支支援援のの充充実実 
○ボランティア養成講座の開催及びボランティアの登録 ○ボランティア登録による支援
活動のコーディネート ○災害ボランティアセンターの連携体制及び災害用資機材の整備
○ボランティア保険の加入促進 ○遊具等無料貸出事業の実施 等

３３  推推進進目目標標：：気気軽軽にに参参加加ででききるる地地域域づづくくりりのの充充実実 
○市民福祉フォーラムの開催 ○地域サロン等実施団体への支援 ○サロン活動の実施
○地域支え合い活動助成事業の実施 等

４４  推推進進目目標標：：一一人人ひひととりりをを支支ええるる相相談談・・生生活活支支援援のの充充実実  
○ひとり暮らし高齢者会食のつどいの実施 ○高齢者夫婦世帯研修・交流会の開催 ○愛
の福祉短期貸付事業の実施 ○車いす無料貸出事業の実施 ○岩沼市生活困窮者自立支援
事業の受託実施 ○生活福祉資金貸付事業の受託実施 ○日常生活自立支援事業（まもり
ーぶ）の受託実施 ○岩沼市自発的活動支援事業の受託実施 等

５５  推推進進目目標標：：地地域域福福祉祉をを推推進進すするる連連携携・・協協働働のの充充実実 
○岩沼市敬老のつどい地域版の受託実施 ○町内会連携地域福祉活動モデル事業の実施
○町内会支援（テント配分）事業の実施 ○生活支援体制整備事業の受託実施 ○岩沼市
共同募金委員会、岩沼市老人クラブ連合会、岩沼市民生委員児童委員協議会の事務受託及
び事業への協力 等

６６  推推進進目目標標：：地地域域をを支支ええるるたためめのの基基盤盤強強化化  
○社協だよりの発行 ○ホームページやＳＮＳの活用 ○地域福祉活動計画の進行管理
○役職員の研修事業の実施 ○ＣＳＷ（地域支え合い活動）支援職員養成事業の実施
○居宅介護支援事業の実施 ○岩沼市デイサービスセンターさとのもりの指定管理及び運
営 ○岩沼市地域包括支援センター事業の受託実施（岩小学区） ○相談支援事業の実施
〇岩沼市障害児者等相談支援事業の受託実施（南小学区） 等
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収入の部 支出の部 ［単位：千円］
会費・寄附金収入 5,560 法人運営事業 57,538
経常経費補助金収入 40,348 地域福祉事業 38,244
受託金収入 82,925 生活困窮者自立支援事業 16,004
介護保険事業収入 109,246 老人デイサービス事業 90,227
障害福祉サービス等事業収入 6,817 居宅介護支援事業 16,422
積立資産取崩収入 19,512 地域包括支援センター事業 39,649
その他収入 1,128 相談支援事業 17,117
前期末支払資金残高 10,500 当期末支払資金残高 835

収入合計 276,036 支出合計 276,036
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● 各種お知らせ ● 

「「令令和和６６年年能能登登半半島島地地震震災災害害義義援援金金」」をを受受けけ付付けけてていいまますす  
岩沼市共同募金委員会では、被災された方々への支援を目的に義援金を募集しています。現在も多くの

方々からご協力をいただいています。寄せられた義援金は、宮城県共同募金会を通じ、被災県の配分基準に

基づき全額被災者に配分されます。みなさまの温かいご支援をお願いいたします。 

〇〇義義援援金金総総額額  ２２９９８８，，００７７００円円（（１１００件件））令令和和６６年年６６月月１１８８日日現現在在  

岩岩沼沼市市老老人人ククララブブ連連合合会会  

能能登登半半島島地地震震災災害害義義援援金金報報告告  
岩沼市老人クラブ連合会では、令和

６年能登半島地震災害への支援として

救援拠金を実施しました。会員から寄

せられた総額２０４，６６５円は宮城

県老人クラブ連合会を通じ、被災地に

お届けしました。 

生生活活困困窮窮者者自自立立支支援援事事業業（（岩岩沼沼市市委委託託））  

社協では、市から事業を受託し、生活に困窮している方のご相談をお受けしています。 

また、就労に関するご相談もお受けしています。（相談電話２９－３９７０） 

社社協協就就活活ササロロンンここここかからら☆☆  

開催日時：７月３日（水）、１７日（水）、８月７日（水）、２１日（水） 

 １０：００～１１：５０ １３：００～１５：３０ 

開催場所：総合福祉センター 

一一般般相相談談（（要要予予約約  ２２９９－－３３９９７７００））   ハハロローーワワーークク巡巡回回相相談談（（要要予予約約  ２２９９－－３３９９７７００））  

開 催 日：月曜日～金曜日（祝日除く）  開 催 日：７月１１日（木）、２５日（木） 

開催場所：総合福祉センター   ８月 ８日（木）、２２日（木） 

  開催場所：総合福祉センター  

問い合わせ：岩沼市共同募金委員会（岩沼市社会福祉協議会内）0223-29-3711 

志志賀賀町町災災害害ボボラランンテティィアア  

セセンンタターーへへ職職員員をを派派遣遣ししままししたた
６月８日～１４日の７日間、石川県志賀

町社会福祉協議会が運営する志賀町災害ボ

ランティアセンターへ本会職員

１名を派遣しました。現地調査

やボランティアマッチング等の

運営協力を行いました。

↑寺島お茶っこ会の皆さん  

義援金と一緒にメッセージを添えて→ 

寄付者一覧（敬称略）寺島お茶っこ会／岩沼市グラウンド・ゴルフ協会／消防協会仙南・名取・亘理

地区支部／岩沼市食生活改善推進員協議会／志賀婦人防火クラブ・防犯ク 

ラブ・交通安全母の会／ひまわり歌謡民舞の会 他個人の皆様

↑

社
協
窓
口
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す



・ケアプランやケアマネジャーに関する

こと

・要介護認定申請に関すること

・介護サービスに関すること

日日時時  平平日日  ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５

場場所所  岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号

電電話話  ００２２２２３３－－２２５５－－４４６６６６８８

・介護や認知症に関すること

・健康づくりに関すること

・権利擁護に関すること

・地域のネットワーク作りに関すること

日日時時  平平日日  ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５

場場所所  岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号

電電話話  ００２２２２３３－－２２５５－－６６８８３３４４

・生活困窮に関すること

・就労支援に関すること

・住居に関すること

・家計改善に関すること

日日時時  平平日日  ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５

場場所所  岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号

電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３９９７７００

・ボランティア活動に関すること

・サロン活動や活動助成金に関すること

・遊具や車いす等の貸出しに関すること

・高齢者の生活に関すること

日日時時  平平日日  ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５

場場所所  岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号

電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７１１１１

・通所介護に関すること

・認知症ケアに関すること

・デイサービスの見学や無料体験に関す

ること

日日時時  平平日日  ８８：：２２００～～１１７７：：００５５

場場所所  岩岩沼沼市市里里のの杜杜三三丁丁目目４４番番１１５５号号

電電話話  ００２２２２３３－－２２９９－－３３７７３３７７

・サービス等利用計画に関すること

・障害児支援利用計画に関すること

・障害福祉サービス等の情報や利用に関

すること

日日時時  平平日日  ９９：：００００～～１１７７：：００００

場場所所  岩岩沼沼市市中中央央一一丁丁目目４４番番２２７７号号

電電話話  ００２２２２３３－－３３５５－－７７５５２２５５
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地域福祉係 

地域包括支援センター 

岩沼市デイサービスセンターさとのもり 居宅介護支援事業所 

生活困窮者自立支援係 

相談支援事業所 

詳しくは、各相談窓口までお気軽にお問い合わせください。 

電話 ０２２３－２９－３７３７ 

専門のスタッフが認知症 

のケアも対応いたします。 

どうぞ、さとのもりに 

お越しください。 

広広告告募募集集中中  

詳詳ししくくはは本本会会ままででおお問問      

    いい合合わわせせくくだだささいい。。  

PR にご活用

ください！ 



▲ひまわり歌謡

カラオケサークルさま
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社会福祉協議会は、誰もが地域で安心して暮らせるよう、市民の皆様の福祉問題について
考え、各種福祉事業を企画・実施し、自主的な活動を行う団体です。 
本会では、市からの補助金や共同募金からの配分金などの財源がありますが、皆様からい

ただく会費が地域福祉事業を行う貴重な財源になっています。 
～いただいた会費で行う主な事業～ 

●地域福祉の推進 ●福祉学習の支援 ●ボランティア育成・活動の支援
●地域サロンの支援 ●災害時の災害ボランティアセンター活動 等

▲福祉体験学習 ▲災害ボランティア養成講座 ▲ボランティア活動
【会員と会費 いずれも年額です】 
☆個人会員会費（個人や世帯）   １口   ５００円 
☆団体・施設会員会費（団体・施設）１口 １，０００円
☆法人会員会費（企業等） １口 ２，０００円 
☆賛助会員（どなたでも）  個人 １口 ２，０００円

法人 １口 ５，０００円 
地域によって異なりますが、地域福祉推進員（旧福祉員）や町内会長を 

はじめ役員の方々が伺いますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

問い合わせ先 岩沼市社会福祉協議会 電話（０２２３）２９－３７１１ 

●●金金員員寄寄付付者者一一覧覧

（（令令和和６６年年２２月月１１７７日日～～令令和和６６年年６６月月１１２２日日分分））

○新町第五納税貯蓄組合さまから・・・・・・・・・・４，９９６円

〇里の杜の匿名さまから・・・・・・・・・・・・・１０，０００円

〇ごみゼロ岩沼さまから・・・・・・・・・・・・・・５，２６２円

〇ひまわり歌謡カラオケサークルさま・・・・・・・１３，６５１円

〇下野郷の匿名さまから・・・・・・・・・・・・・・５，０００円

あたたかいお気持ちありがとうございました。 


